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　漢字かな交じり、近代詩文書が書壇に登場
し現代性溢れる新しい書のジャンルとして、
近代の詩文を素材とし、庶民性豊かにして生
命感溢れる新しい時代の書表現を念頭に「種 

田山頭火の句」を紹介することにしました。
詩文の叙情性を主眼とするか、造形の融合で
表現し可読性に重点をおくかの選択も書作に
あたって大切なことです。 
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広報いわくら　2006年11月1日号　No.855

裏表紙 山内一豊・千代 紀行 
「遠州掛川城主となった一豊」 

市政の窓 ３ 
平成１９年度保育園の入園申し込み 

を受け付けます 

あなたの住民税が変わります 

市税の納入にご協力を 

住民基本台帳の閲覧制度が改正さ 

れました 

「ふれあい歩け歩け大会」の参加者 

を募集します 

自然生態園の池の底干しと魚のつ 

かみどりを行います 

「特別栽培米」（あいちのかおり）を 

ぜひご賞味ください 

図書館休館のお知らせ 

セントラル愛知交響楽団第１２回岩倉 

定期演奏会と公開リハーサル 

いわくらフリーマーケットの出店者 

を募集します 

第３３回美術展入選作品展 

クリスマスイルミネーションに参 

加しませんか 

無料耐震診断、耐震改修工事に補助 

します 

インフルエンザ予防接種を実施します 

安全でおいしいお水をお届けして 

います 

市内で犯罪が多発しています 

防犯対策助成金交付制度をご利用 

ください 

秋の全国火災予防運動 

介護保険制度の改正内容のポイント 
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…５ 
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…６ 

…６ 

 

…７ 

 

…７ 

…７ 

 

…７ 

 

…８ 

…８ 

 

…９ 

…１０ 

 

…１０ 

…１１ 

…１２ 

男女共同参画をめざして 
専業主婦・家事も立派な労働 

ウィーンの地下鉄 

転倒予防は足の運動から！ 

１４ グーテンターク 

１５ 作業療法士すこやか日誌 

１５ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２２ 

学校通信 
岩倉総合高校 

２４ 

市民体育祭競技結果 ２５ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １６ 

募集 １６ 

健康 １８ 

相談・その他 １９ 

催し １６ 

手続き １６ 
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平
成
１９
年
度
保
育
園
の
入
園
 

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
 

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１９
年
度
の
保
育
園

入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

入
園
（
保
育
の
実
施
）
基
準
は
？
 

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
、
同
居

の
親
族
な
ど
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
場
合
に
入
園
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。
 

①
昼
間
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
 

②
昼
間
に
居
宅
内
で
日
常
の
家
事
以
外
の

仕
事
（
内
職
・
自
営
な
ど
）
を
し
て
い
る

こ
と
 

※
①
・
②
の
場
合
は
、
実
働
４
時
間
以
上

で
、
毎
月
１５
日
以
上
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
 

③
妊
娠
中
ま
た
は
、
出
産
後
間
が
な
い
こ

と
（
保
育
の
実
施
期
間
は
、
出
産
予
定
月

と
前
後
１
か
月
ず
つ
の
３
か
月
で
す
）
 

④
疾
病
や
負
傷
ま
た
は
、
精
神
・
身
体
に

障
害
が
あ
る
こ
と
 

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
や
精
神
・
身
体

に
障
害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
に
介
護

し
て
い
る
こ
と
 

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
 

⑦
市
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す
る
状
態

に
あ
る
こ
と
 

受
付
と
面
接
 

　
日
程
表
の
と
お
り
、
入
園
申
し
込
み
の

受
付
と
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ

ん
と
ご
一
緒
に
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
の
受

付
日
に
入
園
申
込
書
を
提
出
で
き
な
い
場

合
や
提
出
書
類
が
整
わ
な
い
場
合
は
、
他

の
保
育
園
ま
た
は
、
受
付
日
程
終
了
後
に

市
役
所
児
童
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

申
込
手
続
き
 

　
保
育
園
入
園
申
込
書
（
児
童
１
人
に
つ

き
１
枚
）
に
、
次
に
該
当
す
る
事
項
に
よ

り
、
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

★
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
…
給

与
所
得
者
は
勤
務
証
明
書
、
自
営
の
人
は

就
労
証
明
書
 

★
居
宅
内
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
…
就

労
証
明
書
 

★
出
産
の
場
合
…
出
産
予
定
証
明
書
ま
た

は
、
母
子
健
康
手
帳
（
写
）
 

★
病
気
や
負
傷
の
場
合
…
医
師
の
診
断
書

（
療
養
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

★
心
身
に
障
害
が
あ
り
保
育
が
で
き
な
い

場
合
…
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
提
示
 

★
病
人
を
介
護
し
て
い
る
場
合
…
医
師
の

診
断
書
（
療
養
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
）
 

★
心
身
障
害
児
の
通
学
等
付
き
添
い
を
し

て
い
る
場
合
…
学
校
長
等
の
証
明
 

申
込
書
の
配
布
 

　
１１
月
１
日
（水）
か
ら
各
保
育
園
、
市
役
所

児
童
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
「
平
成
１９
年
度
保
育
園
入
園
申
込

み
の
ご
案
内
」
お
よ
び
「
保
育
園
の
し
お

り
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

南部保育園（大地町小森５） 

西部保育園（西市町二本木１９－８） 

中部保育園（本町畑中６５） 

北部保育園（石仏町稲葉１４４－２４） 

仙奈保育園（東町仙奈１５８） 

下寺保育園（下本町下寺廻１０７－１） 

東部保育園（大市場町順喜１１） 

３７－２６０５ 

３７－３８３５ 

３７－０４１６ 

３７－２７０５ 

６６－２９０７ 

６６－３３０９ 

３７－０９１６ 

１１月１３日（月） 
 

１４日（火） 
 

１５日（水） 
 

１６日（木） 

受付日 受付・面接場所 電　話 受付時間 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

受付日程表 

※上記日程以降は市役所２階児童課で受付します。 
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　「地方でできることは地方に」という方針のもと進められている三位一体
改革。地方公共団体は国が国税として集めた財源の中から国庫補助金を受
けており、その行政システムは必ずしも自主性が高いとはいえません。 
　このため、地方公共団体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に
必要な行政サービスを自らの責任でより効率的に行えるよう国税から地方
税へ、税そのものの形で３兆円の税源移譲をすることになりました。 
　この税制改正では、所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないように
配慮しつつ、個人住民税の税率が一律１０％に改められました。 

　住民税の税率は従来３段階の超過累進構造になってい
ました。 
　これを所得の多い少ないに関わらず一律１０％の税率に
変えることになりました。 
　これによって高額所得者の多い地域に税収が集中する
ことなく税源移譲が可能となります。 
　住民税率を一律１０％にすることにより、国が集める所得
税の税率も見直されます。 

　住民税については最低税率が５％から１０％に引き上げ、
最高税率が１３％から１０％に引き下げとなっていますが、所
得税は逆に最低税率が１０％から５％に引き下げ、最高税
率が３７％から４０％に引き上げとなります。また、人的控除の
差に対応した減額措置なども講じられます。 
　これらの措置により、税源移譲の前後で「住民税＋所
得税」の納税者の負担は変わりません。 

例えば、課税所得が３００万円の独身者の場合・・・ 
　現行　　住民税　２００万円×５％＋（３００万円－２００万円）×１０％＋４，０００円（均等割）＝２０万４，０００円 
　　　　　所得税　３００万円×１０％＝３０万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５０万４，０００円 
　改正後　住民税　３００万円×１０％－２，５００円（Ａ－２参照の減額措置）＋４，０００円（均等割）＝３０万１，５００円 
　　　　　所得税　１９５万円×５％＋（３００万円－１９５万円）×１０％＝２０万２，５００円　　　　　　　計５０万４，０００円 
※定率減税の廃止による影響は含んでいません。 
※住民税は平成１９年度課税分（平成１９年６月徴収分）から、所得税は平成１９年１月１日以後に支払われる給与、公的年
金等について適用されます。 

Q

A-1 住民税と所得税の税率が変わります 

どう変わるの？ 

Q

A より身近な行政サービスを効率よく行えるよう、 
国から地方へ税源の移譲が行われるからです 

どうして変わるの？ 

平成１９年から税源移譲によって 

国
か
ら
か
ら

地
方
地
方
へ

国
か
ら
か
ら

地
方
地
方
へ

国
か
ら

地
方
へ

住民税 所得税 
現　行 現　行 

課税所得 

３３０万円以下 
 

９００万円以下 
 

１８００万円以下 

１８００万円超 

税率 

１０％ 
 

２０％ 
 

３０％ 

３７％ 

５％ 

 

１０％ 

 

１３％ 

２００万円以下 

 

７００万円以下 

 

７００万円超 

課税所得 

１９５万円以下 

３３０万円以下 

６９５万円以下 

９００万円以下 

１８００万円以下 

１８００万円超 

市３％ 

県２％ 

市８％ 

県２％ 

市１０％ 

県３％ 

課税所得 

 

 

一律 

課税所得 税率 税率 税率 

５％ 

１０％ 

２０％ 

２３％ 

３３％ 

４０％ 

改正後 改正後 

１０％ 

市６％ 

県４％ 
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次の額を減額します 

①住民税の課税所得金額が２００万円以下の人 

　次のいずれか小さい額の５％が減額されます。 

　・ 人的控除額の差の合計額 

　・ 住民税の課税所得金額 

②住民税の課税所得金額が２００万円超の人 

　（人的控除額の差の合計額－（住民税の課税所得金額―２００万円））の５％が減額されます。 

　※ただし、この額が２，５００円未満の場合は、２，５００円とします。 

A-2 住民税と所得税の人的控除額（基礎控除額、扶養控除額等）の差に基づく 
負担額を調整するための減額措置が新設されます 

　住宅ローン控除制度は所得税にのみある制度ですが、平成１１年から１８年までに適

用を受けた人について、税源移譲前の所得税額において控除できた額と同等の負担減

となるように個人住民税の減額措置を行うこととなりました。 

A-3 住宅ローン控除の新設 

　税源移譲時の年度間の所得の変動に係る経過措置として、平成１８年分所得に比べ、平成１９年分所得が減少した人で、

一定の要件を満たすものについては、平成１９年度分の個人住民税を税源移譲前の水準まで減額する措置を設けます。 

１ 定率減税の廃止 
　所得税は平成１９年１月１日以降に支払われる給与や公的年金等か

ら、個人住民税は平成１９年度課税分（平成１９年６月徴収分）から廃止

されます。 

２ 地震保険料控除の新設 
　損害保険料控除を改組し、新たに地震保険料控除を設けます 

　地震保険契約分にかかる保険料の金額の２分の１に相当する金額（最高２万５，０００円）が所得控除されます。実施時期

は、平成２０年度課税分からとなります。また、経過措置として、平成１８年度末までに契約した長期の損害保険契約にかかる

保険料については、従来の損害保険料を適用できます。 

●問合先　税務課課税第１係（☎３８‐５８０６）まで。 

A-4 税源移譲時の年度間の所得の変動に係る経過措置 

税源移譲以外の主な改正 

現　　行 

住民税 

所得税 

廃　止 

廃　止 

改正後 
住民税所得割額の７．５％ 
（上限２万円） 
所得税額の１０％ 
（上限１２万５，０００円） 

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
 

市
税
の
納
入
に
ご
協
力
を
 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で

健
康
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
の
広

い
範
囲
に
わ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
費
用
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
費
用
は
税
金
と
い
う

形
で
み
ん
な
で
負
担
し
あ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
税
金
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る

た
め
の
原
動
力
と
な
る
、
最
も
重
要
な
財
源

で
す
。
 

　税
を
考
え
る
週
間（
１１
月
１１
日
〜
１７
日
）
 

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
今
後
の
本
格

的
な
少
子
・
高
齢
社
会
に
お
け
る
税
の
意
義

役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、市
内
小
・
中
学
生
が
「
税
」

を
テ
ー
マ
に
作
成
し
た
習
字
や
作
文
を
展
示

し
ま
す
。
 

●
と
き
　
１１
月
２０
日
（月）
〜
３０
日
（木）
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１
係
（
☎
３
８

‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
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住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
 

度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
 

自
然
生
態
園
の
池
の
底
 

干
し
と
魚
の
つ
か
み
ど
 

り
を
行
い
ま
す
 

      　
こ
れ
ま
で
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
の
４
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
住
民

基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
は
誰
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
め
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
発

送
、
市
場
調
査
な
ど
営
利
目
的
の
利
用
が

多
く
、
個
人
情
報
の
流
出
が
近
年
問
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
回
、
住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
、

本
年
１１
月
１
日
か
ら
閲
覧
で
き
る
の
は
、

「
国
や
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
遂
行
の

た
め
」「
公
共
性
の
高
い
世
論
調
査
・
研
究

等
を
実
施
す
る
企
業
」
「
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
う
公
共
団

体
」
等
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

      　
多
世
代
の
交
流
と
健
康
づ
く
り
を
目
的

に
「
ふ
れ
あ
い
歩
け
歩
け
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
 

　
秋
の
終
わ
り
の
五
条
川
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

●
と
き
　
１１
月
２５
日
（土）
午
前
９
時
ス
タ

ー
ト
（
受
付
は
午
前
８
時
３０
分
〜
）
 

※
小
雨
決
行
、
開
催
の
決
定
は
午
前
８
時
 

（
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
２６
日
（日）
午
前

８
時
３０
分
〜
）
 

●
と
こ
ろ
　
八
剱
憩
い
の
広
場
に
集
合
の

後
、
五
条
川
河
畔
（
約
４
・
５
㌔
㍍
）
を

歩
き
ま
す
。
 

●
参
加
費
　
無
料
 

●
申
込
方
法
　
市
役
所
生
き
が
い
課
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
老

人
憩
の
家
、
南
部
老
人
憩
の
家
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
、
そ
の
場
で
参
加
券
を
お

渡
し
し
ま
す
（
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け

ま
す
）
。
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

      　
自
然
生
態
園
で
は
、
水
中
の
生
き
物
の

豊
か
な
生
態
系
を
取
り
戻
す
目
的
で
、
森

の
西
側
の
池
の
底
干
し
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

●
と
き
　
１１
月
１７
日
（金）
〜
２６
日
（日）
　
 

                  ※
底
干
し
期
間
中
は
西
側
の
池
で
は
ザ
リ

ガ
ニ
釣
り
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
東
側
の
池

で
は
、
通
常
ど
お
り
で
き
ま
す
。
 

魚
等
の
つ
か
み
ど
り
、
マ
コ
モ
・
睡
蓮
等

の
根
っ
こ
刈
り
 

　
自
然
生
態
園
の
池
の
底
干
し
に
伴
い
、

次
の
日
程
で
、
子
ど
も
に
よ
る
フ
ナ
や
ナ

マ
ズ
、
エ
ビ
な
ど
の
つ
か
み
ど
り
や
ド
ロ

ン
コ
遊
び
、
大
人
に
よ
る
根
っ
こ
刈
り（
マ

コ
モ
刈
り
や
睡
蓮
の
間
引
き
）
を
実
施
し

ま
す
。
身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ
う
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
 

●
と
き
　
１１
月
１９
日
（日）
午
前
９
時
〜
午
 

                  後
４
時
（
小
雨
決
行
）
 

●
そ
の
他
 

・
事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
 

・
池
の
中
に
入
れ
る
長
靴
ま
た
は
、
水
中

用
た
び
を
は
い
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

・
根
っ
こ
刈
り
を
さ
れ
る
人
は
カ
マ
を
（
あ

れ
ば
胴
長
も
）
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
刈
り
取
っ
た
マ
コ
モ
・
睡
蓮
の
根
っ
こ

は
、
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

・
水
筒
や
弁
当
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。
 

多
世
代
交
流
事
業
 

「
ふ
れ
あ
い
歩
け
歩
け
大
会
」
 

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
 

　図書館は、蔵書点検と電算機更新などのため下記のとお
り休館します。ご利用の皆様には大変ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

　「特別栽培米」（あいちのかおり）とは、農薬および化学肥料の
使用を通常の半分以下に抑えて作ったお米です。 
　岩倉市では、農業生産による環境への負荷をできる限り低減し
た栽培方法を採用した「特別栽培米」の取り組みを応援し
ており、野寄町の農家のご協力により昨年から栽培しています。 
　今年は新米の出来もよく、ふれ愛まつりの中で新米無料配布
（輪投げゲームの景品）や農協農産物コーナーでの販売を予定し
ています。 
　また、ＪＡ愛知北グリーンセンターでも「特別栽培米」（あいちの
かおり）の販売を行っていますので、ぜひご賞味ください。 
●問合先　商工農政課農政係（☎３８－５８１２）まで。 

１１月１６日（木）～３０日（木） 
※なお、休館に伴い１１月２日（木）～１５日（水）まで貸し
出し点数を１人１０点（ビデオは２点）まで、返却期間を
３０日間以内に変更します。 
図書館（☎３７－６８０４）まで。 

●休館日 
 
 
 
●問合先 

★図書館休館のお知らせ★ 



●
市
政
の
窓
●
 

平成18年11月1日 7

●
市
政
の
窓
●
 

7

い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
 

第
３３
回
美
術
展
入
選
作
品
展
 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
 

ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
 

       
岩
倉
市
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
る

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
岩
倉
で
の

定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

第
１２
回
岩
倉
定
期
演
奏
会
 

●
と
き
　
１２
月
３
日
（日）
午
後
１
時
３０
分

開
場
、
午
後
２
時
開
演
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
内
容
　
ヘ
ン
デ
ル
／
水
上
の
音
楽
、
イ

ベ
ー
ル
／
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
、
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
／
交
響
曲
第
３９
番
　
ほ
か
 

★
指
揮
…
小
松
長
生
 

★
フ
ル
ー
ト
…
新
村
理
々
愛
 

★
管
弦
楽
…
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
 

●
入
場
料
　
一
般
…
２
千
５
０
０
円
、
学

生
…
１
千
５
０
０
円
（
全
自
由
席
）
 

●
主
催
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
、

中
日
新
聞
社
 

●
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会
、

愛
知
県
教
育
委
員
会
、Ｆ
Ｍ
‐
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
 

●
前
売
券
販
売
場
所
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
、
公
民
館
、
ユ
ニ
ー
岩
倉
店
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
 

　
演
奏
会
に
先
立
っ
て
、
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
リ
ハ
ー
サ
ル
風
景
を
、
セ

ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
協
力
を
得
て

公
開
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
１２
月
２
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時
 

※
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
ま
で
に
入
場

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
途
中
で
の

入
退
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
幼
児
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
入
場
料
　
無
料
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

       
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
駐
車
場
で
開
催
し
ま

す
。
 

●
と
き
　
１２
月
１７
日
（日）
午
前
９
時
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
２４
日
（日）
に
延
期
し
ま

す
。
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

●
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗
（
先
着
順
）
 

●
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ
た
り
間
口

３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の
予
定
 

●
募
集
期
間
　
１１
月
１７
日
（金）
午
前
８
時

３０
分
〜
 

●
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤

め
で
、
高
校
生
以
上
の
個
人
 

●
出
店
費
用
　
無
料
 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】
 

 
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
品
物
、

営
利
を
目
的
と
し
た
物
を
販
売
す
る
こ
と

は
禁
止
し
ま
す
。
 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、
販
売

を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
に
用
意

し
て
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
電

話
不
可
）
。
１
人
に
つ
き
１
店
舗
で
受
け

付
け
ま
す
。
　
　
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観

光
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

       
第
３３
回
美
術
展
で
入
選
さ
れ
た
力
作
を

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
１１
月
６
日
（月）
〜
１９
日
（日） 
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

●
展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、

彫
刻
工
芸
、
写
真
各
部
門
の
市
長
賞
、
美

術
展
を
受
賞
し
た
作
品
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係（
☎

３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

       
岩
倉
の
ま
ち
に
賑
わ
い
を
と
の
思
い
か

ら
市
民
の
人
を
中
心
に
「
岩
倉
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
賑
わ

い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
１２
月
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
で
ま
ち
を
飾
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
 

　
協
議
会
で
は
１２
月
１
日
か
ら
２５
日
ま
で
、

お
祭
り
広
場
内
の
桜
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
点
灯
に
あ
わ
せ

て
、
ご
自
宅
等
で
飾
ら
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
同
時
に
点
灯
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、
事
前
に
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ

ッ
プ
を
作
成
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
 

　
ま
た
、
お
祭
り
広
場
の
会
場
内
の
一
部

で
も
一
般
参
加
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

募
集
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
お
祭
り
広
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
事
業
の
運
営
資
金
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
事
務
局
（
商
工
農
政
課
内
☎
３
８
‐

５
８
１
２
）
ま
で
。
 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
 

第
１２
回
岩
倉
定
期
演
奏
 

会
と
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
 

こ
ま
つ
ち
ょ
う
せ
い
 

に
い
む
ら
り

り

あ
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      木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
 

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無

料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
）
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
）
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
　
　
　
　
　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
補

助
し
ま
す
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
 

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
、
（財）
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木

造
住
宅
で
、
判
定
値
を
１
・
０
以
上
と
す

る
耐
震
改
修
工
事
。
た
だ
し
、
耐
震
補
強

上
有
効
な
耐
震
改
修
工
事
（
判
定
値
に

０
・
３
を
加
算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
）

に
限
る
。
 

※
た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
以
外
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

●
補
助
の
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満

の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。
 

●
補
助
の
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
を
補
助

の
対
象
と
し
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
　
平
成
１８
年

度
か
ら
住
宅
・
建
築
物
に
係
る
耐
震
改
修

促
進
税
制
の
創
設
に
よ
り
、
耐
震
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合
、
所
得
税
の
特
別
控
除

や
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
６
６
‐

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
た
は
、
税
務

課
課
税
第
２
係
（
内
線
５
７
５
）
ま
で
。
 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
 

住
宅
対
象
 

無
料
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
 

工
事
に
補
助
し
ま
す
 

●対 象 者 
 
 
●接 種 日 
 
 
●接種場所 
●費　　用 
●申込方法 

・市内に住所を有し、接種当日に満６５歳以上の希望者 
・６０歳以上６５歳未満の人で、心臓・じん臓・もしくは呼吸器の機能または、ヒト免疫不全ウイルスによる　
免疫の機能に障害を有し、自己の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する希望者 
１１月２２日（水）、２４日（金）、２７日（月）、２８日（火）、２９日（水）、３０日（木）、１２月１日（金）、６日（水）、７日
（木）、８日（金）、１１日（月）、１２日（火） 
※接種は午後１時３０分から行います。 
保健センター 
６５０円（個人負担）※接種当日いただきます。すべての人について接種費用が必要です。 
表のとおり各地区で受け付けを行います。最寄りの受付会場にお出かけください（代理人可。電話で
の申し込みはできません）。 

※早めの日や希望日がある場合は、保健センターの申し込み日にお越しください。 
※各接種日が定員になり次第締め切りますので、予約ができないことがあります。 
　また、ご希望の日の予約ができないことがありますので、ご了承ください。 
●問合先　保健センター（☎３７―３５１１）まで。 

インフルエンザ予防接種を実施します 

予約受付会場および日時 

受付日時 ９：３０～１０：１５ １１：００～１１：４５ １４：００～１４：４５ １５：３０～１６：１５ 

１１月１７日（金） 

１１月２０日（月） 

１１月２１日（火） 

第七児童館 

石仏会館 

第三児童館 

第五児童館 

八剱会館 

くすのきの家 

野寄町公会堂 

東町会館 

大上市場会館 

南部老人憩の家 

― 

― 

保健センター １１月１６日～２１日（土・日曜日を除く）午前８時３０分～正午、午後１時～５時 



●
市
政
の
窓
●
 

平成18年11月1日 7

●
市
政
の
窓
●
 

9

　
岩
倉
市
の
水
道
は
、
地
下
水
（
給
水
量
の
約
４０

㌫
）
と
愛
知
県
営
水
道
の
受
水
（
給
水
量
の
約
６０

㌫
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
地
下
水
は
、
地
下

約
１
０
０
㍍
の
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
愛
知
県
営
水
道
の
水
は
、
木
曽
川
か
ら
取

水
し
浄
水
処
理
し
て
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
水
道
事
業
は
、
水
道
法
で
定
め
る
厳
し
い

水
質
基
準
に
適
合
し
た
安
全
で
お
い
し
い
水
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
定
期
的
に

水
質
検
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
検
査
結
果
で
は
、
水
質
は
良
好
な
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
よ
り
安
全
な

水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
平
成
１７
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。
 

貯
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
皆
様
へ
 

　
ビ
ル
、ア
パ
ー
ト
、マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、貯
水
槽
、ポ

ン
プ
な
ど
の
給
水
設
備
を
設
け
て
い
た
だ
き
、貯
水
槽
に
水

道
水
を
供
給
す
る
形
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
貯
水
槽
に
入
る
水
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
者
に
責

任
が
あ
り
ま
す
が
、
貯
水
槽
に
入
っ
た
後
の
水
に
つ
い

て
は
、
設
置
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。
 

　
管
理
者
の
皆
様
に
は
、
貯
水
槽
の
施
設
及
び
水
道
水

の
安
全
管
理
を
よ
り
一
層
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

①
簡
易
専
用
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効
容
量
が
１０
立
方
㍍

を
超
え
る
施
設
）
の
場
合
 

★
水
道
法
施
行
規
則
の
基
準
に
よ
る
管
理
を
行
い
、
１

年
以
内
に
１
回
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
検

査
機
関
（
社
団
法
人
愛
知
県
薬
剤
師
会
☎
０
５
２
‐
６

８
３
‐
１
１
３
１
）
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

②
小
規
模
貯
水
槽
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効
容
量
の
合
計

が
１０
立
方
㍍
以
下
の
施
設
）
の
場
合
 

★
水
槽
（
貯
水
槽
、
高
置
水
槽
）
の
掃
除
を
１
年
以
内

ご
と
に
１
回
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

★
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に
異
常
が
な
い
か
な
ど
の
点
検
を

行
い
、
異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
適
切
な
措
置
を
講

じ
て
く
だ
さ
い
。
 

★
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
色
、

濁
り
、
臭
い
、
味
に
関
す
る
検
査
及
び
残
留
塩
素
の
有

無
に
関
す
る
水
質
の
検
査
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

★
供
給
す
る
水
が
人
の
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
給
水
を
停
止
し
、
関

係
者
に
周
知
す
る
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
水
道
課
（
☎
３
８
‐
５
８
１
６
）
、
江
南

保
健
所
（
☎
５
６
‐
２
１
５
７
）
ま
で
。
 

平成17年度水質検査結果（給水栓水） 

 

一般細菌 

大腸菌 

カドミウム 

水銀  

セレン 

鉛 

ヒ素 

六価クロム 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

フッ素 

ホウ素 

四塩化炭素 

1,4-ジオキサン 

1,1-ジクロロエチレン 

シス-1,2-ジクロロエチレン 

ジクロロメタン 

テトラクロロエチレン 

トリクロロエチレン 

ベンゼン 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

亜鉛 

アルミニウム 

鉄 

銅 

ナトリウム 

マンガン 

塩化物イオン 

ｶﾙｼｳﾑ､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 

蒸発残留物 

陰イオン界面活性剤 

ジェオスミン 

2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ 

非イオン界面活性剤 

フェノール類 

有機物(全有機炭素(TOC)の量） 

ｐＨ値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

 

100集落/mL以下 

検出されないこと 

0.01 mg/L以下 

0.0005 mg/L以下 

0.01 mg/L以下 

0.01 mg/L以下 

0.01 mg/L以下 

0.05 mg/L以下 

0.01 mg/L以下 

10 mg/L以下 

0.8 mg/L以下 

1.0 mg/L以下 

0.002 mg/L以下 

0.05 mg/L以下 

0.02 mg/L以下 

0.04 mg/L以下 

0.02 mg/L以下 

0.01 mg/L以下 

0.03 mg/L以下 

0.01 mg/L以下 

0.02 mg/L以下 

0.06 mg/L以下 

0.04 mg/L以下 

0.1 mg/L以下 

0.01 mg/L以下 

0.1 mg/L以下 

0.2 mg/L以下 

0.03 mg/L以下 

0.09 mg/L以下 

0.08 mg/L以下 

1.0 mg/L以下 

0.2 mg/L以下 

0.3 mg/L以下 

1.0 mg/L以下 

200 mg/L以下 

0.05 mg/L以下 

200 mg/L以下 

300 mg/L以下 

500 mg/L以下 

0.2 mg/L以下 

0.00002 mg/L以下 

0.00002 mg/L以下 

0.02 mg/L以下 

0.005 mg/L以下 

5 mg/L以下 

5.8以上8.6以下 

異常でないこと  

異常でないこと  

5 度以下 

2 度以下 

八剱町水源 

0 

不検出 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

2.1 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.001 

（－） 

（－） 

（－） 

0.002 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

30 

（－） 

20 

103 

257 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

7.5 

異常なし 

異常なし 

（－） 

（－） 

岩倉団地 

0 

不検出 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

3.1 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

23 

（－） 

25 

94 

215 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

7.1 

異常なし 

異常なし 

（－） 

（－） 

配水場 

0 

不検出 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.7 

0.07 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.017 

0.005 

（－） 

（－） 

0.02 

（－） 

0.004 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

11 

（－） 

9 

22 

74 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.5 

7.3 

異常なし 

異常なし 

（－） 

（－） 

※（－）は、各定量下限値を下回ることを示す。 
※地下水を水源とする自己水源は、市内に13か所ありますが水系が同じなため、代表的な水源を公表します。    

基 準 値 等 検 査 項 目 
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●対 象 者 
●対象となるもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●助 成 額 
 
●申 請 方 法 
 
 
●問 合 先 

岩倉市に住民登録または、外国人登録があり、居住している世帯主（１世帯につき１回限り） 
①玄関、勝手口等の出入口の鍵を交換または、補助錠、サムターンカバー、ガードプレート等の
　取り付け。 
②サッシ等を防犯ガラスに交換または、防犯フィルム、補助錠、格子等の取り付け。 
③共同住宅のエントランスまたは、エレベーター等の共有部分に防犯カメラまたは、センサーラ
　イトの取り付け。 
④住居等に防犯カメラまたは、センサーライトの取り付け。 
⑤駐車場内に防犯カメラ、センサーライトまたは、照明灯の取り付け。 
⑥自家用車両（自動車・オートバイ・自転車）にハンドルロックカバーまたは、盗難防止装置の取
　り付け。 
⑦住居敷地内に玉砂利等を敷設。 
経費の２分の１（１００円未満は切り捨て）で限度額５，０００円 
※平成１７年３月３１日以前の防犯対策は対象外です。 
口座番号（申請者名義）のわかるもの（郵便局は除く）と印鑑、品物等がわかる領収書をご持
参のうえ、行政課にある申請書に必要事項を記入して、提出してください。 
※なお、賃貸住宅の場合は所有者（大家さん）の同意書が必要です。 
行政課生活安全係（☎３８―５８０４）まで。 

昨年４月から始まった防犯対策助成金交付制度は、今年８月までに４２６世帯の人が利用されています。　 
市内では、今年１月から８月末までに１０４件の空き巣などの侵入窃盗が発生しています。 
犯罪抑止のためにわが家の防犯対策を見直しましょう。 

防犯対策助成金交付制度をご利用ください 

市内で犯罪が多発しています

盗難被害は、１日に２．７件発生！
侵入盗１０４件、そのうち住宅対象侵入盗は７６件発生！
住宅対象侵入盗のうち、空き巣５８件、忍込み１６件発生！
自動車盗３６件、自転車盗１３８件、車上狙い１１０件、部品ねらい９７件の被害！

ひったくりも１６件発生しています。防止策は・・・ 
①明るい道を歩く②バックは、通路側に持たない 
③防犯ブザーを活用する④自転車に乗るときは、前かごに防犯ネットを 
使用して、後方からのバイクや自転車に注意する。 

　岩倉市の防犯灯・道路照明灯・自
然歩道水銀灯には次の番号札が付
いています。 

　点滅していたり、消えているときは、
直接市役所行政課生活安全係へ番
号を連絡してください。 
●問合先　行政課生活安全係 
　　　　　（☎３８－５８０４）まで。 

防犯灯が消えているときは 

平成１８年 
８月末現在 

防犯の 
４原則 

時間 

地域の目 
音 

光 侵入されるのに時間の 
かかる鍵を！ 家のまわりを明るく 家のまわりを明るく 

ベル・犬などで音を！ 
不審者への 
動向監視・声掛け 
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市 長 賞  

議 長 賞  

協 会 長 賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

特 選  

入 選  

入 選  

佳 作  

佳 作  

金融機関賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

金融機関賞  

協 会 長 賞  

 

 

 

 

 

岩倉市役所 
 

 

 

 

 

 

 

三 菱 東 京  

ＵＦＪ銀行

岩 倉 支 店  
 

 

愛 知 銀 行  

岩 倉 支 店  

黒田　奈津女（五条川） 

片岡　優美（曽野） 

田口　真希（北） 

大野　真由（南） 

稲毛　絵里奈（南） 

山田　航大（北） 

西川　都（北） 

片岡　美音（東） 

寺西　真悠（五条川） 

竹内　利奈（北） 

古田　帆乃香（北） 

高山　玲伽（南） 

石川　静流（曽野） 

八田　稚菜（北） 

戸田　由佳（南） 

加藤　久佳（曽野） 

横山　更紗（北） 

伊藤　里帆（五条川） 

長谷川　千夏（南） 

勝山　菜生（五条川） 

展示先 賞　名 氏名（小学校） 

秋の全国火災予防運動（１１月９日（木）～１５日（水）） 

「消さないで　あなたの心の　注意の火。」「消さないで　あなたの心の　注意の火。」「消さないで　あなたの心の　注意の火。」「消さないで　あなたの心の　注意の火。」

　「秋の全国火災予防運動」の一環として、岩倉市危険

物安全協会主催、岩倉市および岩倉金融機関後援で市

内の小学校六年生を対象に防火ポスターを募集しましたと

ころ、４１６点の応募があり、その中から次の皆さんの作品が

優秀作品に選ばれました。 

　作品は、火災予防運動期間中（１１月９日～１５日）、市役

所（２階市民ギャラリー）と市内の全金融機関に展示しま

すので、皆さんぜひご覧ください。 

　今年１月から９月までの市内の火災状況は、建物火災１０
件、その他（枯草・積わら等）火災５件、車両火災３件で合
計１８件となっています。また火災による死傷者は３人となっ
ています。 
　主な火災の原因については、放火（疑いを含む）７件、こ
んろ４件、たばこ２件の順になっています。 
　これから火災の発生しやすい時期に入っていきますの
で、次の事に注意してください。 
 
［火の用心　６つのポイント］ 
・家のまわりに燃えやすいものを置かない。 
・寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。 
・天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。 
・子どもには、マッチやライターで遊ばせない。 
・電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。 
・ストーブには、燃えやすいものを近づけない。 
※火災を発見したら、一刻も早く１１９番通報を！ 
 
●問合先　消防本部総務課予防防災係 
　　　　　（☎３７―５３３３内線２２２）まで。 

　秋は、空気が乾燥し火災の起こりやすい時期とな

り、ちょっとしたことで取り返しのつかない火災につ

ながります。 

　火の用心に心がけてください。 

　１１月９日（木）から１５日（水）までの秋の全国火災

予防運動期間中には、セスナ機による空からのＰＲ

（９日と１５日）また１１月９日には岩倉市消防本部と岩

倉市危険物安全協会が市内で防火ＰＲを実施します。 

今年の岩倉市の火災状況 

▲「市長賞」黒田奈津女さんの作品 ▲「議長賞」片岡優美さんの作品 

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

金融機関賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

金融機関賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

金融機関賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

 

愛 知 銀 行  

岩 倉 支 店  

 

 

 

岐 阜 銀 行  

岩 倉 支 店  

 

 

 

 

十 六 銀 行  

岩 倉 支 店  

 

 

 

中 京 銀 行  

岩 倉 支 店  

堀田　彰悟（曽野） 

横澤　舞（東） 

杉下　史歩（北） 

後藤　愛実（北） 

工藤　優太（曽野） 

伊藤　和花（曽野） 

小川　玲深香（北） 

井上　みのり（五条川） 

大野　沙央里（北） 

安田　リカ（南） 

北川　晴代（南） 

小森　千奈（五条川） 

久田　みなみ（南） 

久留宮　朋実（曽野） 

加藤　百華（北） 

細堀　友紀子（北） 

北垣　有香（曽野） 

小島　早紀子（五条川） 

山田　春香（曽野） 

竹之内　理佐（五条川） 

展示先 賞　名 氏名（小学校） 

入 選  

佳 作  

金融機関賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

金融機関賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

金融機関賞  

協 会 長 賞  

消 防 長 賞  

特 選  

入 選  

佳 作  

中 京 銀 行  

岩 倉 支 店  

 

 

名古屋銀行

岩 倉 支 店  

 

 

 

いちい信用

金 庫  

愛北営業部 
 

 

 

愛知北農業

協 同 組 合  

岩 倉 支 店  

伊藤　勇作（曽野） 

嶋崎　みのり（北） 

三宅　菜々花（北） 

後藤　美友（南） 

本間　ひかる（東） 

若宮　真穂（五条川） 

林　亜実（曽野） 

関戸　万希子（北） 

桑山　紗矢香（北） 

堀部　桃子（曽野） 

伊藤　優真（北） 

根笹　友菜（曽野） 

中山　絵未（五条川） 

山崎　香奈（南） 

篠原　奈月（曽野） 

嶋　真由美（北） 

岩田　司（曽野） 

水谷　文也（東） 

丹羽　歩実（東） 

蟹江　愛美（北） 

展示先 賞　名 氏名（小学校） 
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「地域支援事業」とは？ 
　介護保険法の改正にともなって、「地域支援事業」が創設されました。この事業は、生活機能が低下して要
支援・要介護状態になる恐れのある虚弱な高齢者を対象に介護予防サービスを実施する事業です。 
　要支援、要介護状態になる可能性の高い高齢者を「特定高齢者」といい、要介護状態等になる前から介護予
防を実施します。また、要介護状態等になった場合でもできるだけ住み慣れた地域において自立した日常生活
を営むことができるよう支援していきます。 
 
●「特定高齢者」とは？ 
　　「要介護認定」で「非該当（自立）」と判定された人や基本健康診査と２５項目の基本チェックリストの結
果などから、要支援・要介護状態になる可能性の高い高齢者をいいます。 
●「特定高齢者」の選定とサービス利用までの流れは？ 

●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８‐５８１１）まで。 

いつまでもいきいきと過ごすために、 
介護予防に努めましょう！ 

介護予防サービス（地域支援事業）の利用 

地域包括支援センターで「特定高齢者」を選定 

介護保険制度の改正内容のポイント 

○地域包括支援センターが本人の同意のうえ、本人や家族と相談しながら、その人に
合った介護予防プランを作成（実態把握調査には在宅介護支援センターの職員がお
伺いします）し、保健センターなどで行う「運動器の機能向上」、「栄養改善」、「口
腔機能の向上」などの介護予防サービスを利用します。 

生活機能が低下している人を把握 
○要介護認定で非該当（自立）と判定された人 
○基本健康診査や自己記入する「基本チェックリスト」などで、生活機能の低下が心配
される人、関係機関からの連絡などから候補者を選びます。 

65歳以上の高齢者 



●
市
政
の
窓
●
 

平成18年11月1日 7

●
市
政
の
窓
●
 

13

　生活機能の低下を早期に発見し、要介護状態にならないよう積極的に予防をしていくことで、からだとここ
ろの健康を保ち、生きがいを持って生活していきましょう。 

　「１」の数はいくつだったでしょうか？ 
　「１」だった項目が少なくなるようにしていけるといいですね。 
　結果についてのご相談は、岩倉市地域包括支援センターまでお気軽にどうぞ。 
 
※「地域包括支援センター」とは…高齢の人が住み慣れた地域で、いきいきと生活していくための支援を行う
拠点です。介護保険、介護予防のサービスをはじめ、福祉、医療、権利擁護・虐待の防止など、高齢者の総
合相談窓口としてさまざまな支援を行っています。 
　●相談先　岩倉市地域包括支援センター（ふれあいセンター３階☎３８‐０３０３）まで。 

介護予防のための生活機能評価に用いられる「基本チェックリスト」をご紹介します 

基本チェックリスト 

（注）ＢＭＩ＝体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）が１８．５未満の場合に該当とする。 

＊いずれかに○をつけてください。 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

No. 質問項目 回答 

０．はい 

０．はい 

０．はい 

０．はい 

０．はい 

０．はい 

０．はい 

０．はい 

１．はい 

１．はい 

１．はい 

 

１．はい 

１．はい 

１．はい 

０．はい 

１．はい 

１．はい 

０．はい 

１．はい 

１．はい 

１．はい 

１．はい 

１．はい 

１．はい 

１．いいえ 

１．いいえ 

１．いいえ 

１．いいえ 

１．いいえ 

１．いいえ 

１．いいえ 

１．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

 

０．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

１．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

１．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

０．いいえ 

バスや電車で１人で外出していますか 

日用品の買物をしていますか 

預貯金の出し入れをしていますか 

友人の家を訪ねていますか 

家族や友人の相談にのっていますか 

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 

１５分位続けて歩いていますか 

この１年間に転んだことがありますか 

転倒に対する不安は大きいですか 

６ヶ月間で２～３ｋｇ以上体重減少がありますか 

身長　　　　　ｃｍ　　　　　体重　　　　　ｋｇ（ＢＭＩ＝　　　　　　） 

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 

お茶や汁物等でむせることがあるますか 

口の渇きが気になりますか 

週に１回以上は外出していますか 

昨年と比べて外出の回数が減っていますか 

周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあるといわれますか 

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 

今日が何月何日か分からない時がありますか 

（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 

（ここ２週間）これまで楽しんでやれたことが楽しめなくなった 

（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる 

（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 

（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 
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　オーストリアは小さな国なので、首都のウィ
ーンしか地下鉄がありません。１９７６年に初
めて地下鉄が開通しました。現在は、地下鉄が
５路線、バスが５８路線、市内電車が３２路線
ウィーンにあります。地下鉄などの切符は１．
５０ユーロ（約２２０円）です。２４時間使え
る切符は５ユーロ（約７４５円）で、１か月間
の切符は４５ユーロ（約６，７００円）です。
１年間の切符は４１７ユーロ（約６２，０００円）
で、この切符はウィーンの市内なら１年間どこ
でも、何回でも地下鉄やバスや市内電車を使う
ことができます。また、子どもは６歳まで切符はすべて必要ありません。１５歳までの子どもは日曜日
や学校の休みの期間には地下鉄などを無料で乗れます。 
　地下鉄には改札口がないので、切符を買わずに電車を乗ることができます。そうする人が多いようです。
しかし、地下鉄の中で乗客の切符をチェックする検札係が来ます。その検札係は制服を着ていません。
いきなりＩＤカードを見せ、大きい声で「切符を見せてください」と言い、乗客をびっくりさせます。
そして、次の駅までにすべての乗客をチェックしないといけません。乗客が有効な切符を持ってない場
合は、次の駅で降りて、名前などを聞かれて、６０ユーロ（約８，４００円）の罰金を払わなければな
りません。しかしながら、検札係が来るのは少なく、地下鉄に乗ると、数週間に１回か、あるいは数か
月に１回チェックがあるかもしれません。半年チェックをされない可能性もあります。 
　夏の間は、地下鉄の中にはエアコンがありませんから、人々は涼しい風のために地下鉄の窓を開けます。
地下鉄の扉は自動的に開きませんが、自動的に閉まります。ベビーカーは地下鉄によく持っていき、安
全のためにつける紐や決まった場所があります。犬も地下鉄に乗ることができます。自転車も地下鉄の
中に持ちこんでもいいですが、朝や夜のラッシュアワーでは禁止されます。地下鉄の中で、人々はよく
食べたり，飲んだりします。そして、携帯を使っても許可されます。このように日本とウィーンの地下
鉄を比べると、さまざまな点で異なります。 

ウィーンの地下鉄 
岩倉市国際交流員 

OELBERG VIVIEN
オールベーグ　ビビエン 

As Austria is a small country, only the capital Vienna has got a subway system. The first subway was opened in 

1976. Currently there are 5 subway lines, 58 bus lines and 32 tramways in Vienna. A ticket for the subway etc. 

costs 1,50 Euro (220 Yen). A ticket for 24 hours costs 5 Euros (745 Yen), and for a month it costs 45 Euros 

(6700 Yen). A year ticket costs 417 Euros (62000 Yen) and this ticket allows using any subway, bus or tram 

within Vienna, any times. Children until the age of 6 do not need any tickets at all. Children until the age of 15 

may use subways etc. for free on Sundays as well as during school vacation.  

As there is no ticket gate, people are able to go by subway without purchasing a ticket, and actually many people 

seem to do it. However, inside subways there are ticket examiners, who check the passengers' tickets. These 

ticket examiners do not wear any uniform, so passengers get surprised by someone suddenly showing an ID card 

and shouting loudly: "Ticket check, please". Until the next station, all passengers have to be checked. In case 

one of the passengers does not have a valid ticket, he has to get off at the next station to be asked about 

personalities and to pay a penalty of 60 Euros (8900 Yen). However, ticket examiners are rather rare, you get 

occasionally checked every few weeks, or months. You may even ride the subway without being checked for half 

a year.  

During summer there is no air conditioner inside the 

subway, so people open the subway's windows to get a 

fresh breeze. The subway's doors do not open 

automatically, but close automatically. Baby carriages are 

often taken on the subway, so there is a special rope to fix 

baby carriages for safety during the ride. Dogs are allowed 

to ride the subway, too. It is possible to take your bicycle 

on the subway, though at rush hours in the morning and 

evening it is forbidden. On the subway, people often eat or 

drink and it is allowed to use mobile phones. Thus, there 

are various differences when comparing subways in Japan 

and Vienna.
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転倒予防は足の運動から！ 

転
倒
は
寝
た
き
り
の
第
一
歩
？
　
 

　
高
齢
期
に
お
け
る
転
倒
は
、
高
齢
社
会
の
到
来

に
よ
っ
て
増
加
し
て
い
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
転
倒
は
高
齢
者
に
と

っ
て
ど
れ
ほ
ど
危
険
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
寝
た

き
り
を
含
め
た
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
の
中
で
、

「
転
倒
・
骨
折
」
は
「
脳
血
管
疾
患
」
「
高
齢
に

よ
る
衰
弱
」
に
次
い
で
第
３
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。

骨
折
か
ら
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
、
転

倒
の
不
安
か
ら
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
体

が
弱
っ
て
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
 

高
齢
者
は
な
ぜ
転
び
や
す
い
？
 

　
す
べ
り
や
す
い
床
や
つ
ま
ず
き
や
す
い
段
差
な

ど
の
環
境
、
視
力
障
害
や
薬
物
の
副
作
用
な
ど
を

除
け
ば
、
高
齢
者
が
転
倒
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
加
齢
や
運
動
不
足
で
骨
や
筋
肉
が
弱
く

な
っ
た
り
、
体
が
衰
え
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
で

す
。
 

★
筋
肉
が
衰
え
て
足
が
上
が
ら
な
く
な
り
、
つ
ま

先
が
引
っ
か
か
る
。
 

★
平
衡
感
覚
が
衰
え
て
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ず
、

転
び
そ
う
に
な
っ
た
時
に
う
ま
く
体
を
戻
せ
な
い
。
 

★
運
動
神
経
が
鈍
く
な
っ
た
せ
い
で
、
と
っ
さ
に

身
を
か
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

な
ど
の
理
由
で
、
転
倒
す
る
高
齢
者
が
大
変
多
い

の
で
す
。
 

運
動
で
転
び
に
く
い
体
づ
く
り
！
 

　
日
常
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
転
倒
し
に
く
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

筋
肉
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
と
、
筋
力
を
向
上
さ

せ
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
足
腰
を
鍛
え
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
効
果
的
で
す
。
 

★
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
と
き
は
、
 

①
反
動
を
つ
け
な
い
 

②
息
を
止
め
な
い
 

③
無
理
を
し
な
い
 

★
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
き
は
、
 

①
無
理
は
し
な
い
で
徐
々
に
行
う
 

②
痛
み
が
起
き
た
ら
休
憩
を
と
る
 

③
自
己
流
に
変
更
し
な
い
 

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
腰
や
膝
に
痛
み

や
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
る
人
は
、
主
治
医
に
相
談
し
て

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
 

あ
な
た
の
立
位
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
！
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
第
２３
回
健
康
ま
つ
り
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
テ
ー
マ
に
立
位
バ
ラ
ン
ス
が
分

か
る
重
心
動
揺
測
定
や
、
足
の
運
動
な
ど
を
紹
介

す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
足

の
健
康
度
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
！
 

　
ま
た
、
転
ば
ぬ
先
の
健
康
づ
く
り
教
室
（
転
倒

予
防
教
室
）
を
後
日
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

い
す
を
用
い
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
例
 

　
「
膝
伸
ば
し
」
体
操
…
つ
ま
ず
き
を
防
ぐ
・
階

段
の
昇
り
降
り
・
立
ち
上
が
る
と
き
な
ど
に
必
要

な
筋
力
が
ア
ッ
プ
！
　
膝
の
痛
み
に
も
有
効
で
す
。
 

①
い
す
に
深
く
腰
掛
け
上
体
を
ま
っ
す
ぐ
に
保
つ
。
 

②
３
秒
か
け
て
片
膝
を
床
と
平
行
に
な
る
ま
で
ゆ

っ
く
り
伸
ば
す
。
 

③
つ
ま
先
を
頭
の
方
に
向
け
た
姿
勢
で
１
〜
２
秒

数
え
る
。
 

④
３
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り
足
を
下
ろ
す
。
 

⑤
片
足
ず
つ
５
〜
１０
回
繰
り
返
す
。
 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１

１
）
ま
で
。
 

　給料を稼ぐだけが労働ではありません。
無償でも家事・育児・介護は立派な労働で
す。しかも３６５日休みなしです。変なプ
ライドを捨て、夫婦で協力してやれば会話
もはずむというものです。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
‐５８１９）まで。 

●専業主婦・家事も立派な労働● 
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募集  

催し  

        
平
成
１９
年
度
・
２０
年
度
 

●
岩
倉
市
社
会
教
育
団
体
の
登

　
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
 

  　
生
涯
学
習
課
で
は
、
社
会
教

育
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
に
岩
倉
市
社
会
教
育
関
係

団
体
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
 

登
録
要
件
 

①
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か

つ
、
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と

②
規
約
を
有
し
、
役
員
に
つ
い

て
の
規
定
が
あ
る
こ
と
 

③
自
己
財
源
を
有
し
、
か
つ
経

理
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
 

④
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
か

つ
主
た
る
活
動
の
場
所
が
市
内

に
あ
る
こ
と
 

⑤
構
成
員
が
１０
人
以
上
で
、
そ

の
構
成
員
が
市
内
在
住
在
勤
者

で
あ
る
こ
と
 

⑥
特
定
の
政
党
、
宗
教
に
関
与

し
な
い
団
体
お
よ
び
営
利
を
目

的
と
し
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と
 

▼
申
請
期
間
　
１１
月
１
日
(水)
〜

２８
日
(火)
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
 

▼
申
請
場
所
　
生
涯
学
習
課
で

受
け
付
け
ま
す
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）。
申
請
書
類
は
、

生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
） 

        ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

　
館
行
事
 

  　
児
童
館
で
は
、
次
世
代
育
成

支
援
事
業
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
平
成
１８
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
日
曜
・
祝
日
開

館
に
合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
行
事

を
開
催
し
ま
す
。
 

親
子
で
体
験『
手
打
ち
う
ど
ん
』 

▼
と
き
　
１１
月
１９
日
(日)
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の
会
 

▼
参
加
費
　
親
子
１
組
５
０
０

円
 

▼
定
員
　
親
子
２０
組
 

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
親
子
 

「
鳴
子
お
ど
り
体
験
」
 

▼
と
き
　
１１
月
２６
日
(日)
午
前
１０

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
（
く

す
の
き
の
家
）
 

▼
指
導
　
岩
倉
鳴
子
踊
り
の
会

「
五
条
川
桜
」
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

  ●
歌
謡
舞
踊
 

  　
内
田
る
り
実
社
中
の
皆
さ
ん

が
、
慰
問
で
見
事
な
舞
踊
を
発

表
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１６
日
(木)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
老
人
憩
の
家
 

▼
出
演
者
　
内
田
実
の
秀
さ
ん

（
内
田
流
師
範
）
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
老
人
憩
の
家
（
☎

３
７
‐
３
８
３
４
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
１１
月
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
世

界
に
お
誘
い
し
ま
す
。
ウ
ク
レ

レ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
色
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ど
な
た

で
も
自
由
に
聴
け
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
。
 

▼
と
き
　
１１
月
２６
日
(日)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ

▼
演
奏
曲
　「
ア
ロ
ハ
・
オ
エ
」

「
珊
瑚
礁
の
彼
方
」
「
カ
イ
マ

ナ
・
ヒ
ラ
」
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

        ●
水
道
料
金
嘱
託
徴
収
員
 

  　
水
道
料
金
の
収
納
業
務
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
嘱
託
徴
収
員

を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
で
４０
歳
以
上
６４
歳
以
下
の
健

康
な
人
 

▼
採
用
人
数
　
１
人
 

▼
報
酬
　
月
額
１１
万
７
千
１
０

０
円
（
徴
収
金
額
お
よ
び
徴
収

件
数
に
応
じ
て
手
当
の
加
算
が

あ
り
、
月
額
１２
万
円
か
ら
１６
万

円
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
）
 

▼
採
用
予
定
日
　
１２
月
１
日
(金)
 

手続き 

う
ち 

だ
　
み
　
　  

ひ
で 

★いわくら市民ふれ愛まつり　山車からくり実演開始時間変更のお知らせ★ 
　１０月１５日号でお知らせした、いわくら市民ふれ愛まつりの催し「山車からくり
の実演」の開始時間が、１１月１２日（日）午後１時３０分から２時に変更になりました。 
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冬を楽しむ「遊び塾」 
希望の家協働事業 

▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 

▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 

▲
 ▲
 

▼
応
募
期
間
　
１１
月
１０
日
(金)
〜

２２
日
(水)
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
水
道
課
業

務
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
６
）
 

  ●
図
書
館
パ
ー
ト
職
員
 

  ▼
業
務
内
容
　
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
（
図
書
の
貸
出
・
返
却
処
理

等
）
、
図
書
整
理
 

▼
勤
務
日
・
時
間
　
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
う
ち
、
指
定
し
た

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
 

▼
賃
金
　
市
の
規
定
に
よ
る
 

▼
募
集
人
数
　
若
干
名
 

▼
採
用
予
定
日
　
１２
月
２
日
(土)
 

▼
応
募
期
間
　
１１
月
１
日
(水)
〜

１２
日
(日)
（
た
だ
し
、
６
日
(月)
は

お
休
み
で
す
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
図
書

館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
市

販
の
も
の
で
も
可
）
 

※
図
書
館
司
書
の
資
格
を
有
す

る
人
は
、
そ
の
資
格
を
証
す
る

も
の
の
写
し
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
図
書
館

　（
☎
３
７
‐
６
８
０
４
） 

  ●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
 

       　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
第
６２
回
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１９
日
(日)
午
前
１０

時
〜
（
雨
天
予
備
日
１１
月
２６
日

(日)
）
 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
ま
た
は
、
在
学
の

人
（
高
校
生
以
上
対
象
）
 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
午
前
９

時
か
ら
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
　
小
池
（
☎
３
７
‐

１
８
７
８
）
 

  ●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

　
ス
推
進
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
 

  　
少
子
化
が
進
む
中
、
男
性
と

女
性
が
と
も
に
仕
事
を
続
け
な

が
ら
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１３
日
(月)
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
一
宮
勤
労

福
祉
会
館
研
修
室
（
一
宮
市
若

竹
３
―
１
―
１２
）
 

▼
内
容
　
①
基
調
講
演
（
名
古

屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

田
村
哲
樹
助
教
授
）
 

②
制
度
説
明
（
愛
知
労
働
局
雇

用
均
等
室
　
地
方
機
会
均
等
指

導
官
）
　
 

③
企
業
に
よ
る
事
例
発
表
 

▼
定
員
　
５０
人
（
先
着
順
）
 

▼
費
用
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
愛
知
県
尾
張
事

務
所
産
業
労
働
課
労
働
分
室

（
一
宮
労
働
コ
ー
ナ
ー
）
へ
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
尾
張
事
務

所
産
業
労
働
課
労
働
分
室
一
宮

労
働
コ
ー
ナ
ー
（
☎
０
５
８
６

‐
７
７
‐
４
１
８
１
）
 

た  

む
ら
て
つ 

き 

　青少年研修宿泊施設・希望の家では、今年度から
児童の健全育成を目的に、市内の青少年活動団体と
協働して、子ども・親子を対象とした行事を開催し
ていきます。 
　今回は、次の行事を開催します。 
 
「冬のキャンプ、アウトドア講座」 
　とき　１２月９日（土）午後３時～１０日（日）正午 
　内容　テントの張り方・楽しみ方、野外料理、星の観察、野外ゲームなど 
　対象・定員　小学校２年生～５年生の親子１０組 
　参加費　１組１，５００円 
　協働（主催）団体　日本ボーイスカウト岩倉第１団 
　申込・問合先　見平（☎３７‐３７１７） 
 
「わくわくクリスマスお泊り会」 
　とき　１２月１６日（土）午前９時３０分～１７日（日）午前１１時３０分 
　内容　みんなで作ろうクリスマスツリー、クリスマスクッキングに挑戦など 
　対象・定員　小学生（未就学児は保護者同伴で可）４０人 
　参加費　子ども４，０００円、大人２，５００円 
　その他　プレゼント（５００円程度のもの）を交換しますので、 
　　　　　ご用意ください。 
　協働（主催）団体　ＮＰＯ法人わくわく体験隊 
　申込・問合先　杁本（☎０９０‐８５５４‐９１２５） 
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　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消費生活のため

に不用品データバンクをご活用ください。 

　物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。 

登録物品（９月２９日現在） 

　譲ります（有償）　ディズニーオルゴールメリー 

　あげます（無償）　コンビラック、自転車（女児用）、ベビー用組布

団、はがき用カラープリンター 

　求めます　　　　　ベビーゲート、ベビーカー、ミシン、耕運機、電

子ピアノ、ミシン（工業用も可） 

※登録物品は岩倉市ホームページ 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/でも確認できます。 

　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８‐５８１２） 

健康  

  ●
母
子
家
庭
等
就
業
支
援

　
講
習
会
（
パ
ソ
コ
ン
・

　
医
療
事
務
・
ビ
ジ
ネ
ス

　
実
務
）
受
講
生
 

  　
財
団
法
人
愛
知
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
で
は
、
母
子
家
庭

の
母
等
が
就
職
に
結
び
つ
く
可

能
性
の
高
い
技
能
・
資
格
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習
会
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
愛
知
県
内
に
お

住
ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦
で
、
全
日
程
出
席
で
き

る
人
 

▼
募
集
講
座
、日
程
、講
習
会
場

　
福
祉
課
窓
口
に
備
え
て
あ
る

募
集
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
を

市
役
所
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
定
員
　
各
講
習
と
も
に
２０
人

で
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
 

▼
受
講
料
　
原
則
と
し
て
無
料

（
交
通
費
は
、
自
己
負
担
）
 

▼
募
集
期
間
　
１１
月
１
日
（水）
〜

２２
日
（水）
 

▼
問
合
先
　
財
団
法
人
愛
知
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
☎
０

５
２
‐
９
１
５
‐
８
８
６
２
）
 

        ●
医
療
相
談
事
業
（
神
経

　
系
難
病
）
 

  　
江
南
保
健
所
で
は
、
神
経
系

難
病
の
患
者
さ
ん
や
家
族
の
人

で
治
療
や
療
養
生
活
に
つ
い
て

専
門
の
医
師
に
相
談
し
た
い
人

を
対
象
に
医
療
相
談
（
無
料
）

を
し
ま
す
。
 

　
相
談
希
望
の
人
は
、
な
る
べ

く
主
治
医
に
ご
相
談
の
う
え
、

事
前
に
保
健
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１６
日
（土）
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
布
袋
ふ
れ

あ
い
会
館
 

▼
専
門
医
　
安
藤
一
也
さ
ん

（
元
国
立
中
部
病
院
名
誉
院

長
）
 

▼
申
込
期
限
　
１１
月
２０
日
（月）
　

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

人
数
を
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
　
５
４
‐
５
４
２
２
）
 

  ●
歯
の
健
康
講
演
会
 

  　
歯
の
健
康
と
喫
煙
な
ど
の
生

活
習
慣
と
は
大
き
く
関
連
し
て

い
ま
す
。
 

　
喫
煙
が
お
口
の
健
康
に
お
よ

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
お
口
の
健
康
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
１２
月
７
日
（木）
午
後
１

時
３０
分
〜
２
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
テ
ー
マ
　
「
お
口
の
健
康
と

た
ば
こ
の
関
係
」
 

▼
講
師
　
松
浦
恒
存
さ
ん
（
尾

北
歯
科
医
師
会
岩
倉
支
部
歯
科

医
師
）
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

★不用品データバンク★ 

あ
ん
ど
う
か
ず  

や 

ま
つ
う
ら
つ
ね
あ
り 

傾聴ボランティア養成講座 
　「傾聴」とは相手の
想いに耳を傾けること。
聞くことを通じてより
よい人間関係を築く術
を学び、ボランティア
活動に活してみません
か？ 
　と　き　１２月６日（水）、１３日（水）（全２回） 
　　　　　午前１０時～正午 
　ところ　ふれあいセンター３階 
　講　師　影久眞智さん（東海カウンセリング研究所

代表） 
　定　員　２０人（２回とも参加できる人） 
　申込・問合先　社会福祉協議会（☎３７‐３１３５ 
　　　　　　　　　３８‐００３９） 

かげひさ ま　ち 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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相 談 
その他 

        ●
献
血
お
よ
び
骨
髄
ド
ナ

　
ー
登
録
に
ご
協
力
く
だ

　
さ
い
 

        　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

年
間
を
通
じ
て
献
血
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登

録
会
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
 

　
登
録
で
き
る
の
は
、
２０
歳
か

ら
５４
歳
ま
で
の
健
康
な
人
・
骨

髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解

し
て
い
る
人
・
家
族
の
同
意
を

得
て
い
る
人
で
す
。
 

　
現
在
の
登
録
者
数
は
、
全
国

で
２５
万
人
で
す
が
、
患
者
さ
ん

と
骨
髄
提
供
者
の
白
血
球
を
一

致
さ
せ
る
た
め
に
は
３０
万
人
の

登
録
が
必
要
で
す
。
 

　
１
人
で
も
多
く
の
人
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１２
日
（日）
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
３０
分
 

▼
後
援
　
岩
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
‐
３
１
３
５
）
 

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
は
、

江
南
保
健
所
衛
生
課
（
☎
５
７

‐
２
１
５
７
）
 

  ●
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
 

  　「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」

「
書
く
」「
計
算
す
る
」「
不
注

意
」
「
多
動
性
」
「
衝
動
性
」

「
対
人
関
係
」
な
ど
に
お
い
て

困
難
を
示
す
お
子
さ
ま
の
養
育

で
悩
ま
れ
て
い
る
保
護
者
の
人

は
、
愛
知
県
立
一
宮
東
擁
護
学

校
の
教
育
相
談
（
た
ん
ぽ
ぽ
相

談
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
相
談
費
用
は
無
料
で
、
相
談

内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
 

　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
立
一
宮
東

養
護
学
校
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係

（
☎
０
５
８
６
‐
５
１
‐
５
３

１
１
）
 

　下のようなマークをご存知でしょうか。このマークは容器包装リサイクル法に基づき、容器包装のリサ
イクルを促進するための分別を容易にするためにつけられたものです。 
　これらのマークを正しく理解し、資源を正しく出していただきますようお願いします。 

　プラスチック製容器包装資源 
　（「プラマーク」と呼ばれてい
ます） 

　毎週木曜日（市内南部地域）または、毎週金曜日
（市内北部地域）にお近くの集積場所に当日の朝８
時３０分までに出してください。 
※最近、ペットボトルやバケツ、歯ブラシやおもち
ゃなどプラスチック製容器包装以外のものがプラス
チック製容器包装資源収集袋に混入し大変困ってい
ます。プラスチック製容器包装以外のものを入れな
いようご理解とご協力をお願いします。 

　毎月１回の分別収集に出してください（スーパー
マーケットなど小売店に設置してある回収ボックス
もご利用ください）。 

　ペットボトル（清涼飲料、酒類、
しょうゆ、乳飲料などの食料品） 

　スチール缶（飲料、酒類用） 

　アルミ缶（飲料、酒類用） 

　問合先　環境保全課生活環境係（☎３８‐５８０８）または、清掃事務所（☎６６‐５９１２） 

ご存知ですか？　「識別表示」 

▼
 

マークの種類 説明 岩倉市における分別の仕方 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
‐
6
8
0
4

   
１１
月
９
日
は
 

●「
１
１
９
番
の
日
」で
す
。 

           「
１
１
９
番
」
通
報
は
お
ち
つ

い
て
、
正
確
に
。
 

　
１１
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の

日
」
で
す
。
 

　
火
災
や
救
急
で
「
１
１
９

番
」
に
　
通
報
さ
れ
る
と
き
は
、

気
が
動
転
し
が
ち
で
発
生
場
所

や
状
況
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
 

　
「
１
１
９
番
」
に
通
報
さ
れ

る
と
次
の
順
に
聞
い
て
い
き
ま

す
。
 

①
「
火
災
」
か
「
救
急
」
の
災

害
種
別
 

②
発
生
場
所
ま
た
は
目
標
と
な

る
建
物
 

③
火
災
状
況
、
救
急
の
傷
病
者

の
状
態
 

④
通
報
者
の
住
所
、
氏
名
等
 

　
市
内
か
ら
の
携
帯
電
話
に
よ

る
「
１
１
９
番
」
通
報
は
、
岩

倉
市
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
ま

す
。
 

　
た
だ
し
、
岩
倉
市
の
境
界
付

近
で
は
電
波
の
状
況
に
よ
り
他

市
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
他
市
の
消
防
本
部
に
つ
な
が

っ
た
と
き
は
、
災
害
地
点
が
岩

倉
市
内
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て

く
だ
さ
い
。
岩
倉
市
消
防
本
部

に
転
送
さ
れ
ま
す
。
通
話
終
了

後
も
電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
救
急
車
の
利
用
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
 

　
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係

（
☎
３
７
‐
５
３
３
３
内
線
１

１
７
）
 

  
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
１１
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル

　
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　
ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間
 

 　
 

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
、

法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
万
一
、
事
故
に

あ
っ
た
場
合
、
安
全
性
が
確
保

さ
れ
、
身
体
保
護
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
自
動
車
乗
車
中
に

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の

５
割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
お
ら
ず
、
こ
の
う
ち
、
半

数
の
人
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
さ
え

締
め
て
い
た
ら
助
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
さ
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

命
綱
で
あ
り
、
交
通
事
故
を
減

少
さ
せ
る
最
も
効
果
的
な
対
策

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら

自
動
車
乗
車
中
の
６
歳
未
満
の

幼
児
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
着
用
率
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
に
比
べ
て
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
愛
知
県
で
は
、
１１
月
１１
日
（土）

か
ら
２０
日
（月）
ま
で
の
１０
日
間

を
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間

と
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
 

　
こ
の
機
会
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
ょ

う
。
 

  ●
青
少
年
健
全
育
成
県
民
運
動
 

 　
 

　
わ
が
国
の
未
来
を
担
う
青
少

年
が
、
誇
り
と
自
覚
を
身
に
付

け
、
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、

豊
か
な
個
性
と
能
力
を
持
っ
た

人
間
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
県

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
 

　
愛
知
県
で
は
家
庭
、
学
校
、

地
域
等
が
一
体
と
な
り
、
青
少

年
健
全
育
成
県
民
運
動
を
展
開

し
ま
す
。
 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
育
て
よ
う

自
分
に
勝
て
る
子
　
負
け
な
い

子
」
 

▼
強
調
期
間
　
１１
月
１
日
（水）
〜

３０
日
（木）
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
） 

  ●
教
育
相
談
 

 　
 

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
―
１
）
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
０
）
 

★「
文
学
」
の
地
図
帳
 

―
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
味
わ
う
！
 

　
名
場
面
や
作
家
の
足
跡
！
―
 

 　
　
　
　
　
渡
部
　
芳
紀
　
著
 

分
類
　
文
学
一
般
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
 

        　
古
典
文
学
の
舞
台
や
、
近
代

の
名
作
の
ふ
る
さ
と
、
近
代
作

家
や
詩
歌
人
の
故
郷
な
ど
、
日

本
全
国
を
文
学
の
視
点
か
ら
眺

め
た
地
図
帳
。
３０
人
以
上
の
作

家
と
そ
の
作
品
、
作
家
や
作
品

に
関
わ
る
写
真
、
そ
れ
ら
を
地

図
と
組
み
合
わ
せ
て
紹
介
。
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
ね
む
い
ね
む
い
お
は
な
し
　
 

ユ
リ
・
シ
ュ
ル
ビ
ィ
ッ
ツ
　
作
 

　
　
　
さ
く
ま
　
ゆ
み
こ
　
訳
 

★
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
サ
ケ
 

　
　
う
か
じ
　
し
ず
え
　
製
作
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

や
ま 

だ 

か
ず
ゆ
き 
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藤
米
田
勲
・
真
弓
さ
ん
の
長
男
宙

良
く
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
母
さ
ん
の
一
言
 

 
い
つ
も
元
気
一
杯
な
わ
が
家
の
ア

イ
ド
ル
、
宙
良
君
。
ハ
イ
ハ
イ
は
と

て
も
速
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
つ

か
ま
り
立
ち
も
お
て
の
も
の
だ
よ
ね
。

そ
ん
な
宙
良
君
の
笑
顔
を
見
て
い
る

と
、
私
た
ち
も
和
み
ま
す
。
 

 
わ
が
家
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
宙
良
君
大
好
き
だ
よ
。

こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
と
育
ち
、
皆

に
好
か
れ
る
子
で
い
て
ね
。
 

宙
良
く
ん 

そ
　 

ら 

と
　 

め
　 

だ 

い
さ
お 

ま 

ゆ
み 

　
鹿
島
さ
ん
は
、
昭
和
２１
年
に
書
家
の

西
脇
呉
石
さ
ん
に
師
事
し
て
書
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
内
容
が
分
か

り
や
す
い
詩
文
を
素
材
と
し
て
、
感
情

な
ど
を
表
現
す
る
近
代
詩
文
書
の
魅
力

に
強
く
惹
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
近
代

詩
文
書
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
金
子
　
亭

さ
ん
に
入
門
し
研
鑚
を
積
ま
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
に
日
展
、
中
日
展
、
毎
日

展
な
ど
へ
の
入
選
・
入
賞
を
重
ね
ら
れ
、

中
日
展
、
毎
日
展
、
創
玄
展
な
ど
の
審

査
員
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
個
展
を
開

催
さ
れ
る
な
ど
の
活
躍
を
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
６
月
に
は
こ
う
し
た

長
年
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
、
中
日
書
道

会
の
功
労
者
表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま

し
た
。
 

　
市
内
の
文
化
活
動
に
は
長
く
関
わ
ら

れ
て
お
り
、
現
在
も
公
民
館
サ
ー
ク
ル

紫
玄
書
道

会
の
講
師

と
し
て
、

後
進
の
指

導
に
あ
た

ら
れ
て
い

る
ほ
か
、

昭
和
５３
年
に
岩
倉
市
文
化
団
体
協
議
会

（
現
在
の
岩
倉
市
文
化
協
会
）
が
設
立

さ
れ
た
と
き
に
も
準
備
段
階
か
ら
携
わ

ら
れ
、
平
成
１１
年
か
ら
は
会
長
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
鹿
島
さ
ん
の
作
品
は
、
市
役
所
、
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
南
新
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い

て
お
り
、
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

　
師
匠
の
金
子
　
亭
さ
ん
の
教
え
で
あ

る
「
自
分
に
満
足
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

人
の
心
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

作
品
を
作
る
」
こ
と
を
念
頭
に
書
作
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
鹿
島
さ
ん
の
作

品
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

か
　 

し
ま   

し
　
り
ゅ
う 

か
ね 

こ  

お
う
て
い 

に
し
わ
き  

ご  

せ
き 
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成長期の君に 
警告します。 
未成年者喫煙防止啓発キャンペーン 
主催　愛知県たばこ販売協同組合連合会 
　　　三重県たばこ販売協同組合連合会 
　　　岐阜県たばこ販売協同組合連合会 
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となってい
ますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいた
だきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
１１月５日（日）、１９日（日）　午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
１１月６日（月）、１１月２０日（月）午後１時～３時３０分 
■登記相談 
１１月８日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
１１月９日（木）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
１１月９日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１１月１０日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
１１月１０日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１１月１４日（火）、２２日（水） 
午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時
から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、
電話可）。 
■総合福祉相談 
１１月１７日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談 
★戦没者遺族相談 
■年金相談 
１１月２７日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人で
くよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かな
ボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけ
ください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日
を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

▲
 

▲
 

Advice  and  Consultation  for  Foreigners 
(Iwakura  International  Exchange  Society) 
５．Nov（Sun）．１９．Nov（Sun）１３：００～１５：００ 

Consulta  em  Prol  dos  Estrangeiros 
(Associacao  Internacional  de  Iwakura) 
５／Nov（domingo） １９／Nov（domingo）Das１３：００～１５：００hs

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７‐７８６７ 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

 　
 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
司
法
書

士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

▼
そ
の
他
　
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
相
談
の
際
に

は
契
約
書
等
の
借
入
の
わ
か
る

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
相

談
料
は
無
料
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
‐
３
６
２
０

‐
７
６
５
４
）
 

  ●
子
育
て
相
談
 

 　
 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
・
し

つ
け
な
ど
、
子
育
て
に
不
安
を

感
じ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時

な
ど
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば

せ
な
が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話

し
ま
し
ょ
う
。
 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎ 
３８‐３９１１ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

大市場町順喜１１ 
☎ 
３８‐２３８７ 
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中
島
貴
彦
・
由
美
子
さ
ん
の
長
女

み
わ
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
母
さ
ん
の
一
言
 

 
人
見
知
り
が
強
い
子
だ
け
れ
ど
、

新
し
く
生
活
す
る
岩
倉
で
た
く
さ
ん

の
お
友
達
と
一
緒
に
遊
ん
で
仲
良
く

な
ろ
う
ね
。
 

 
い
つ
も
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で

か
わ
い
い
笑
顔
で
い
て
く
だ
さ
い
。
 

み
わ
ち
ゃ
ん 

な
か
じ
ま
た
か
ひ
こ 

ゆ
　
み
　
こ 

いつ起きても不思議でない東海・東南海地震！
　自分たちのまちは自分たちで守ろう（自主防災組織の必要性）

●あいち防災リーダー　　清 水 敬 明  
し 　  み ず 　 ひ ろ 　 あ き  

　地震！　日本では忘れたころにではなく、何の前触れ
もなく、今すぐにでもやってくる。予知が当たればもう
けもの…最近、地震学者が発言しています。 
　１９９５年（平成７年）１月１７日　兵庫県南部（阪
神・淡路大地震）で類をみない大災害が発生したことは、
記憶に新しいと思います。 
　最近では、中部・東海地域で頻繁に小規模地震が発生
しています。 
　災害の恐ろしさを、少し忘れがちになっていないでし
ょうか！ 
　今一度、災害を恐れる気持ちをリセットする必要はな
いでしょうか！ 
　阪神・淡路大震災では「隣、近所の人々との日ごろの
お付き合いを大切にし、協力し合って地域で防災活動を
進めることが大切」という重要な教訓を残しました。 
　大地震が発生した場合、公的な防災機関（消防署レス
キュー隊・救命救助隊、警察、自衛隊等）は救命・救
助・復旧活動に取り組みますので、わたしたちひとりひ
とりまで救援が得られない可能性があります。 

　このようなときに頼りになるのは、地域に住む皆さん
がお互い協力し合い、地域全体の安全を守るために組織
化された自主防災組織です。 
　岩倉市では、行政区（町）単位で４３の自主防災組織
があり、定期的に防災訓練が行われ、人命救助、消火、
炊き出し、避難などの訓練とともに、防災学習、地域の
危険個所の点検活動に力をいれています。 
　日ごろから自主防災組織活動に積極的に参加し、隣、
近所との顔の見える関係をさらに強くし、自分たちのま

▲けが人の救出 

▼けが人の応急救護 
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　岩倉総合高校では、多くの科目の中から自分に合った時間割を作ることができます。これは、総合
学科の特色でもあります。しかし、１年のこの時期に生徒自らの力で、将来の進路を考えて科目を選
ぶことには難しさがあります。そこで、本校では総合学科開設当初からこうした相談会を行い、一人
の生徒に対し、担任の他、教科主任等複数が相談に乗り、一人一人にあった科目選択を支援していま
す。家族の人との会話や先生とのコミュニケーションの中に自分を見つめ、子を見つめ、生徒を見つ
める教育にもなっています。 
　２年後の進路実現に、期待をしています。 

　今年も、恒例のふれ愛まつり（１１月１１日・１２日）に、ブラスバンド部がパレードに、女子サッカー部が腰元・女武者、
陸上部と野球部の男子が足軽・雑兵として一豊行列に加わります。その他、環境フェアー２００６にボランティアとしても参加
します。 
　教育には、地元の育てる力が必要です。学びは、実践を行うことで、より深く身に付くものです。体験の場を、与えてもらう
岩倉のまちに、感謝です。「ありがとう！」 

岩倉総合高校 

スポーツも学習も　頑張る岩高生！！

　高校新人体育大会ソフトボール競技尾張支部予選が行わ
れました。本校はこの夏、公式試合と練習試合を含め３０
試合を戦い、力をつけ大会に臨みました。シードされたリ
ーグ戦では、得点３３、失点２と対戦校を圧倒。４戦全勝
で決勝トーナメントに進出しました。準々決勝、準決勝で
は１点を争う接戦を勝ち抜き、決勝で春全国大会出場の強
豪一宮女子に勝利を譲ったものの見事準優勝を遂げました。 

団結力と執念で連続県大会出場！ 
－尾張支部予選準優勝－　ソフト部 

「モナリザ」を制作してみたら… 

相談会始まる 

感激いっぱいです　～文化祭～ 

～１年科目選択指導～ 

今年もふれ愛まつりに参加させてもらいます 
わがまち　わがふるさと　わがまなびや　「岩倉のまち」に感謝！ 

　今年も全国情報処理選手権東京大会に、本校の精鋭４人
が出場し、全国１０位の成績を収めて帰ってきました。全
国の３７８校から予選に残った代表校３０校で、全国№１
を競いました。学習の成果が、順位として確認出来たこと
に、参加した生徒は自信を深めたようです。 

今年も、頑張りました！ 
全国１０位　～ＩＴ選手権大会～ 

　８月７日に行われた試合において地区２位の成績を収め
ました。日ごろの練習成果とともにチームワーク、そして
一人一人が身につけたマナーと素直さの結果です。「力
量」にプラス、人柄の素晴らしさも順位であることを教え
てくれました。 

惜しくも優勝を逃す！　尾張大会 
素晴らしい活躍の男子バスケット 

　文化祭に際し全校生徒が制
作したモナリザのモザイク画
が新聞に掲載されました。そ
の後には、「撮らせてくださ
い」「見せてください」「新
聞見ました」との問い合わせ
や挨拶を掛けていただきまし
た。嬉しくて嬉しくて…感激
しました。「ありがとうござ
いました」 
　１１月のいわくら市民ふれ
愛まつりの際には、体育館に
展示しますので、その機会に、
もう一度ご覧ください。 
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　１０月１日（日）、岩倉北小学校グラウンドで市民体育祭が開催され、あいに
くの空模様でしたが多くの市民の皆さんが競技に参加し、熱戦を繰り広げました。 
　競技結果は、次のとおりです。 

　市民体育祭を支えていただいた皆さん、ありがとうござい
ました。 
　岩倉市体育協会・岩倉市体育指導委員会・岩倉市スポーツ
少年団・岩倉市婦人会・岩倉市消防団・岩倉市民吹奏楽団 

区対抗リレー 
　優　勝　中本町 
　第２位　八剱町 
　第３位　東町 

少年区対抗リレー（女子） 
　優　勝　東新町２区 
　第２位　神野町 
　第３位　下本町 

少年区対抗リレー（男子） 
　優　勝　神野町 
　第２位　大地町 
　第３位　東町 

職場・グループ対抗綱引き 
　優　勝　石仏町自警団 
　第２位　稲荷昭和会 
　第３位　岩倉サッカー協会C

職場・グループ対抗リレー（男子） 
　優　勝　岩倉市役所 
　第２位　岩倉ターキーズ 
　第３位　岩倉市消防団 

職場・グループ対抗リレー（女子） 
　優　勝　岩倉サッカー協会 
　第２位　Teachers　Angel 
　第３位　IWAKURA　FVI

市民体育祭

【競技結果】 

①「やったー、ナンバーワン」 ②「そ～れ、そ～れ」 ③「僕たちの演技を見てね」 ④雨の中の力走　⑤交通安全宣言 
⑥親子ボールけり競走　⑦鼓笛演奏　⑧「がんばれ～」 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 
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岩倉市は、　日本環境協
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●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
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岩倉市の人口／48,621人(+33人) 
            男性／24,246人(+10人) 
            女性／24,375人(+23人) 
         世帯数／19,920世帯(+27世帯) 
        （１０月１日現在、（　）内は前月１日現在との比較） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　q0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　q66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　q38-3119
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15

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★３歳児健康診査 

★基本健診事後相談 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★すくすく育児教室　　★４か月児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

★基本健診事後相談　健康相談（ふれあいセンター） 
★三種混合 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 

★２歳児歯科健診 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談　★母親教室第３回 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★ＢＣＧ 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

　休日急病診療（伊藤義巳　いとうクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 
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第 9 回  
山内一豊・千代 紀行山内一豊・千代 紀行

「遠州掛川城主となった一豊」 
　天正１８年（１５９０）３月、秀吉軍は天下統一の総仕上げ

となる北条氏攻略に出陣した。一豊の属する豊臣秀次軍は、近

江八幡城を出立、東海道を東へ下り、駿河東部に集結する豊臣

勢力に加わった。 

　３か月に及ぶ包囲戦の末、北条側の拠点、小田原城は落城。

その功績で、一豊は掛川城５万石を、浜松城は堀尾吉晴１２万

石、そして中村一氏は駿府１４万５千石を得て、戦国の盟友は

東海筋に城を持った。この後、千代の奨めで豊臣家の行く末に

不安を感じた一豊は、家康に接近、会津征伐に出陣する徳川軍

を小夜の中山で接待し、そのまま従軍する。 

　千代の功名ゆえに関ケ原合戦で大勝した家康は「その忠節は

木の幹、その他の家は枝葉の如し」と賞した。それは土佐一国

の領主へとつづいてゆく。 

　東海道新幹線の車窓からみえる掛川城は、日本初の本格的な

木造復元天守閣として平成６年春完成、同年７月には一豊公と

千代さまサミットがスタートした城と城下町である。 

岩倉市文化財保護委員会委員長　　中山春義 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　休日急病診療（加藤芳幸　かみのクリニック） 

文化の日 
　休日急病診療（中川浩　ようてい中央クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

▲掛川城（写真：静岡県掛川市提供） 

なかやまはるよし 

ひでつぐ 

みはちまんじょう 

すん ぷ 

さ よ 

おう 


